
 

 

 

 

 

 

鳥羽市予算決算常任委員会会議録  

 

 

 

 

 

 

第 ５ 日 目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ８ 年 ３ 月 １ ６ 日 

 

 



－1－ 

○出席委員 

    委 員 長   木 下 順 一        副委員長   世 古 雅 人 

    委   員   倉 田 正 義        委   員   五十嵐 ちひろ 

    委   員   山 本 欽 久        委   員   瀬 﨑 伸 一 

    委   員   南 川 則 之        委   員   濱 口 正 久 

    委   員   戸 上   健        委   員   坂 倉 広 子 

    委   員   尾 﨑   幹        委   員   世 古 安 秀 

 

    議   長   河 村   孝 

 

○欠席委員（なし） 

 

○出席説明者 

 歳 入  （全部） 

           ・大野副市長 

           ・岡本企画財政課長、斎藤副参事、中村係長 

           ・北村税務課長、木田課長補佐、永野課長補佐、中村係長、村田係長 

 

 歳 出 

   総務費（第２款） 

   民生費（第３款） 

   衛生費（第４款） 

   農林水産業費（第５款） 

   観光商工費（第６款） 

   土木費（第７款） 

   消防費（第８款） 

   教育費（第９款） 

   災害復旧費（第１０款） 

   諸支出金（第１２款） 

           ・大野副市長 

           ・岡本企画財政課長、斎藤副参事、中村係長 

           ・宮本課長補佐、栗原課長補佐、押川係長、三浦係長 

           ・栗原選挙管理委員会書記次長 

           ・小島市民課長、横田課長補佐、中村係長、大西係長 

           ・奥村健康福祉課長、山本副参事、田畑副参事、寺田室長、杉本副室長、細木係長、 



－2－ 

            杉田主査、吉川課長補佐 

           ・山田環境課長、中井課長補佐 

           ・吉川農林水産課長、榎課長補佐、上村課長補佐、榊原係長、松本係長 

           ・髙浪観光商工課長、松川課長補佐、中村係長 

           ・岩井建設課長、鳥羽副参事、舟橋課長補佐、中西係長、植谷係長、立花副室長、 

            重見副室長 

           ・世古消防長、松井消防次長、金子消防総務室長、平井庶務係長 

           ・岩本教育長 

           ・山本教育委員会総務課長、寺本課長補佐、天田係長 

           ・中村教育委員会生涯学習課長、豊田係長 

           ・村山定期船課長、西根課長補佐 

 

 特別会計及び企業会計 

           ・大野副市長 

   （国保） 

           ・小島市民課長、横田課長補佐、中村係長 

           ・北村税務課長、木田課長補佐、村田係長 

   （定期） 

           ・村山定期船課長、福田副参事、西根課長補佐 

   （後期高齢） 

           ・小島市民課長、横田課長補佐、中村係長 

   （水道） 

           ・寺本水道課長、河原課長補佐、杉田課長補佐、家田係長、吉崎係長 

 

○職務のために出席した事務局職員 

事 務 局 長 佐々木 真 紀   

 



－3－ 

（午前１０時００分 再開） 

 

○木下順一委員長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから、予算決算常任委員会を再開します。 

  先週までは当初予算に係る審査でしたが、本日審査を行います案件は、議案第９０号、令和７年度鳥羽市一

般会計補正予算（第１１号）、議案第９１号、令和７年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）、議案第９２号、令和７年度鳥羽市定期航路事業特別会計補正予算（第４号）、議案第９３号、令和

７年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）、議案第９４号、令和７年度鳥羽市水道事業会計補

正予算（第５号）の５件であります。 

  審査に入る前に、委員の皆さんに申し上げます。 

  歳入における国や県の支出金については、各事業・取組による支出が伴いますので、歳出の部で質疑を行っ

てください。 

  質疑については関連質問で進めていただき、質問内容が前後することがないよう、進行についてご協力くだ

さい。 

  それでは、審査に入ります。 

  議案第９０号、令和７年度鳥羽市一般会計補正予算（第１１号）の概要と歳入、第３表地方債補正について、

執行部の説明を求めます。 

  副市長。 

○大野副市長 皆さん、おはようございます。副市長の大野でございます。 

  予算決算常任委員会の審査に当たりまして、私から補正予算の概要についてご説明申し上げます。 

  議案第９０号、令和７年度鳥羽市一般会計補正予算（第１１号）につきましては、歳入歳出ともそれぞれ

１億２,５００万円を減額し、補正後の総額を１５３億５,０００万円とするものです。 

  歳入予算につきましては、市税は５,３３３万５,０００円の増額、利子割交付金は２００万円の増額、配当

割交付金は５００万円の増額、株式等譲渡所得割交付金は５００万円の増額、地方消費税交付金は

２,７４７万円の増額、地方特例交付金は７２万６,０００円の減額、地方交付税は１億３,５９６万円の増額、

使用料及び手数料は３００万円の減額、国庫支出金は４,９８３万４,０００円の減額、県支出金は

６,７８５万９,０００円の減額、財産収入は１００万円の増額、寄附金は１０万円の増額、繰入金は２億

１,４５４万３,０００円の減額、繰越金は２,１０６万９,０００円の増額、諸収入は３７２万８,０００円の

増額、市債は４,３７０万円の減額として、それぞれ計上しております。 

  次に、歳出予算につきましては、総務費は７,６８０万８,０００円の増額、民生費は２,９０８万

３,０００円の減額、衛生費は８,５６１万２,０００円の減額、農林水産業費は３,１３７万９,０００円の減

額、観光商工費は１４３万円の増額、土木費は６,２０３万２,０００円の減額、消防費は１,２８９万

６,０００円の減額、教育費は２,１００万５,０００円の減額、諸支出金は３,８７６万９,０００円の増額と

して、それぞれ計上しております。 

  次に、繰越明許費につきましては、年度内の完了が見込めない事業として、総務費の戸籍事務事業を含む
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１０件を追加するものです。 

  地方債につきましては、農地・農業用施設災害復旧事業ほか２件を追加し、限度額、起債の方法などを定め

るものです。また、医療施設整備事業を含む１１件の限度額を変更するほか、県防災通信設備整備事業負担金

を含む２８件の借入利率を変更するものです。 

  続きまして、特別会計については一括して説明申し上げます。 

  議案第９１号から議案第９３号までの特別会計補正予算につきましては、三つの特別会計を合わせた補正予

算額は５,４９０万円を追加し、補正後の総額を７０億１,８９０万円とするものです。 

  以上、詳細につきましては各所管課長から説明しますので、ご審査賜りますようお願い申し上げます。 

○木下順一委員長 税務課長。 

○北村税務課長 税務課、北村です。よろしくお願いいたします。 

  それでは、令和７年度一般会計補正予算（第１１号）、歳入について説明させていただきます。 

  補正予算書の１２ページから１３ページをお願いします。 

  それでは、１款市税から項別に説明いたします。 

  １項市民税につきましては、１,９５９万４,０００円の増額を計上しています。そのうち、１目個人

７７９万２,０００円の主なものは、１節現年課税分の市民税現年課税分所得割が８５５万７,０００円の増と、

２節滞納繰越分の市民税滞納繰越分が１０１万８,０００円の減となります。 

  ２目法人１,１８０万２,０００円の主なものは、１節現年課税分の法人市民税現年課税分均等割が４５２万

６,０００円の減と、法人市民税現年課税分法人税割が１,６８２万９,０００円の増となります。 

  次に、２項固定資産税につきましては、３,２８８万１,０００円の増額を計上しています。内訳の主なもの

は、１節現年課税分の固定資産税現年課税分家屋が１,２３７万５,０００円の減と、固定資産税現年課税分償

却資産が５,００７万２,０００円の増となります。 

  次に、３項軽自動車税につきましては、３８万５,０００円の増額を計上しています。そのうち、１目環境

性能割は３１万円の増、２目種別割は７万５,０００円の増となります。 

  次に、４項１目市たばこ税につきましては、７００万５,０００円の減額を計上しています。 

  補正予算書１４ページから１５ページをお願いします。 

  次に、５項１目入湯税につきましては、９０９万９,０００円の増額を計上しています。内訳の主なものは、

１節現年課税分の入湯税現年課税分が９１７万６,０００円の増となります。 

  次に、６項１目都市計画税につきましては、１６１万９,０００円の減額を計上しています。内訳の主なも

のは、１節現年課税分の都市計画税現年課税分が１２９万７,０００円の減となります。 

  次に、３款１項１目利子割交付金につきましては、２００万円の増額を計上しています。 

  次に、４款１項１目配当割交付金につきましては、５００万円の増額を計上しています。 

  次に、５款１項１目株式等譲渡所得割交付金につきましては、５００万円の増額を計上しています。 

○木下順一委員長 企画財政課長。 

○岡本企画財政課長 企画財政課、岡本です。よろしくお願いします。 

  引き続き、補正予算書の１４ページ下段になります。 
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  ７款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金でございます。地方交付税の市への交付額が確定したため、

２,７４７万円を増額するものとなっております。 

  続きまして、１６ページ、１７ページをお願いいたします。 

  ９款地方特例交付金、１項地方特例交付金です。７２万６,０００円を減額しております。節１住宅借入金

等特別税額控除減収補塡特例交付金で８３万７,０００円の減額、節２の定額減税減収補塡特例交付金で

１１万１,０００円を増額しております。 

  続きまして、１０款地方交付税、１項地方交付税です。普通交付税の再算定を踏まえまして、交付税額が確

定したことから、１億３,５９６万円を増額させていただきました。 

  １３款使用料及び手数料、１項使用料でございます。目３衛生使用料の節１保健衛生使用料で、へき地診療

所使用料の実績を見込みまして、３００万円を減額させていただいております。 

  次、１４款国庫支出金、１項国庫負担金でございます。１,９１６万３,０００円を減額しております。目

１民生費国庫負担金、節１社会福祉費負担金で、国民健康保険基盤安定制度負担金を１０３万１,０００円増

額させていただいております。 

  節２の児童福祉費負担金では、説明欄の２、児童扶養手当負担金で２８７万４,０００円、説明欄３の児童

手当支給費負担金で１,７３２万円を、それぞれ減額するものとしております。 

  １８ページ、１９ページをお願いいたします。 

  次に、２項国庫補助金でございます。３,０６７万１,０００円を減額しております。 

  目１総務費国庫補助金、節２戸籍住民登録費補助金で、戸籍附票システム、総合住民情報システムなどの改

修費に対する費用といたしまして、社会保障・税番号制度システム整備費補助金を９５万９,０００円増額い

たしました。 

  続きまして、目２民生費国庫補助金、節１社会福祉費補助金で、説明欄の１、重層的支援体制整備事業交付

金を１,５２７万４,０００円減額しております。説明欄の７、生活困窮者就労準備支援事業費等補助金で

３３万円を増額するほか、説明欄の８、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金は、定額減税調整給付金申

請等業務に係ります事業費の減額に伴って、１７２万円を減額するものとしております。 

  続きまして、目３衛生費国庫補助金、節２清掃費補助金です。資源循環型社会形成推進交付金におきまして、

清掃センターの焼却施設解体工事実施設計等業務費用の減額に伴いまして、４８万１,０００円を減額してお

ります。 

  次に、目４農林水産業費国庫補助金、節１水産業費補助金です。漁港施設整備事業費補助金で、安楽島漁港

海岸護岸長寿命化工事に係る事業費の減額に伴いまして、２４０万円を減額しております。 

  目６土木費国庫補助金、節１土木管理費補助金では、建築物耐震化促進事業とか、あと空き家活用促進事業

におきます事業費精査に伴いまして、社会資本整備総合交付金を５９５万８,０００円減額しております。 

  節２の道路橋りょう費補助金では、地方道路整備交付金事業に係ります社会資本整備総合交付金で５８６万

１,０００円を減額しています。 

  節３都市計画費補助金です。雨水公共下水道測量業務に係る費用の減額に伴いまして、社会資本整備総合交

付金を２６万６,０００円減額しております。 
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  続きまして、１５款県支出金、１項県負担金でございます。１,３１１万７,０００円を減額させていただき

ました。 

  まず、目２民生費県負担金、節１社会福祉費負担金では、説明欄の２、国民健康保険基盤安定制度負担金で

１９２万９,０００円を、また、同じ説明欄の４、後期高齢者医療保険基盤安定制度負担金で５２２万

３,０００円を、それぞれ減額させていただいております。 

  節２児童福祉費負担金では、支給額の実績を見込みまして、児童手当支給費負担金を２３３万９,０００円

増額させていただきました。 

  次に、目４土木費県負担金です。地籍調査費負担金で８３０万４,０００円を減額しております。 

  すみません、２０ページ、２１ページをお願いいたします。 

  次、２項県補助金でございます。４,６４６万９,０００円を減額させていただきました。 

  目１の総務費県補助金では、住民基本台帳ネットワークシステム等の使用に係る事務費の減額に伴いまして、

２２万９,０００円を減額させていただきました。 

  目２民生費県補助金では、地域共生社会推進事業及び地域生活支援事業の実績を見込みまして、重層的支援

体制整備事業交付金で７６３万７,０００円を減額させていただいております。 

  目３衛生費県補助金、節１保健衛生費補助金では、説明欄の５、海岸漂着物等対策事業補助金で、海岸漂着

ごみの回収・処理業務の事務費が確定しましたことから、３３７万５,０００円を減額しております。また、

説明欄９のへき地診療所設備整備事業費補助金では、解析付心電計などの備品に係る購入費の確定によりまし

て、１９１万４,０００円を減額させていただいております。また、同じ説明欄１１、へき地オンライン診療

体制整備事業補助金で２５８万１,０００円も増額しております。 

  目４の農林水産業費県補助金、節１農業費補助金では、農業振興鳥獣害対策事業におきまして、有害鳥獣の

駆除を促進する事業費に対し、説明欄３の鳥獣被害防止総合対策事業費補助金で８８万８,０００円を増額し

ております。また、事業費の見込みによりまして、説明欄の６、高度水利機能確保基盤整備事業費補助金で

４４５万４,０００円を減額しております。説明欄の７、農業水路等長寿命化・防災減災事業費補助金で

６２１万円を増額しております。 

  節３の水産業費補助金です。離島漁業再生支援交付金事業におきまして、補助対象事業費の確定に伴いまし

て、説明欄の１の離島漁業再生支援交付金で２０４万６,０００円を減額しています。また、海岸漂着ごみ等

処理業務に係る事業費の確定に伴いまして、これも同じ説明欄の２、海岸漂着物等対策事業補助金で４１８万

４,０００円、また、坂手漁港護岸機能保全工事などに係る費用の確定に伴いまして、説明欄の３、漁港施設

整備事業費補助金で２,８８０万円を、それぞれ減額させていただいております。 

  目５の土木費県補助金、節１土木管理費補助金では、木造住宅耐震補強事業費補助金で、対象事業費の確定

によりまして３５０万９,０００円を減額しております。 

  次に、３項委託金です。目１総務費委託金、節３選挙費委託金ですけれども、衆議院議員選挙、あと三重県

知事選挙の事業費の確定に伴いまして、合わせて８２７万３,０００円を減額するものとなっております。 

  ２２ページ、２３ページをお願いします。 

  １６款財産収入、２項財産売払収入です。目４の出資金返還金では、社会福祉協議会から出資金返還金とし
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て１００万円を受け入れます。 

  １７款寄附金、１項寄附金です。目４民生費寄附金で、社会福祉事業への寄附金として１０万円を増額させ

ていただきました。 

  次に、１８款繰入金、２項基金繰入金です。目１の財政調整基金繰入金では、本補正におきまして、歳入で

市税や地方交付税などを増額しております。また、歳出では、財源更正で不用額の整理などを行いましたこと

から、２億５,１９８万４,０００円を減額するものとなっております。 

  目３ふるさと創生基金繰入金では、各事業の確定に伴いまして、健康福祉課分で３１２万４,０００円の減

額、環境課分で４７０万１,０００円を減額するなど、合わせて１,０６５万９,０００円を減額させていただ

いております。 

  目６の都市計画事業基金繰入金では、事業の執行方法を変更したことで、１,１９０万円を減額させていた

だきました。 

  目８職員退職手当基金繰入金では、職員退職手当の支給財源に充てるため、６,０００万円を新たに繰入れ

させていただきます。 

  次に、１９款繰越金、１項繰越金です。目１繰越金では、前年度繰越金といたしまして２,１０６万

９,０００円を増額させていただきました。 

  ２４ページ、２５ページをお願いいたします。 

  ２０款諸収入、４項雑入です。３７２万８,０００円を増額させていただいております。目１雑入、節１雑

入では、説明欄の５５にあります企業会計人件費、退職手当ですけれども、その負担金として、企業会計から

の負担金３１７万１,０００円を増額するなどさせていただいております。 

  続きまして、２１款市債、１項市債でございます。合わせて４,３７０万円を減額させていただきました。 

  主なものを申し上げさせていただきます。 

  目３の衛生債、節１保健衛生債では、へき地診療所運営事業におきます財源更正などから、医療施設整備事

業債１４０万円を増額させていただきました。 

  目４の農林水産業債、節１農業債では、農業基盤整備事業におきまして相差地区用排水施設整備事業などに

充てるものといたしまして、農業基盤整備事業債１,３９０万円を増額させていただいております。 

  節２水産業債では、坂手漁港護岸機能保全工事などの事業費の確定に伴いまして、漁港整備事業債９７０万

円を減額させていただきました。 

  次に、目６消防債、節１消防債におきましては、耐震性防火水槽の新設工事、消防ポンプ自動車の購入など

に係ります事業費が確定しましたことから、９８０万円を減額させていただきました。 

  目７教育債、節３社会教育債では、旧鳥羽小学校校舎改修に係ります工事内容の一部変更に伴いまして、文

化財保存推進事業債で３,２１０万円を減額させていただいております。 

  続きまして、補正予算書の７ページをお願いいたします。 

  第３表地方債補正です。 

  追加分、三つの事業に充てる起債を追加させていただきました。 

  まず、農地・農業用施設災害復旧事業といたしまして限度額５０万円、道路橋りょう災害復旧事業で限度額
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６０万円、河川災害復旧事業で限度額４０万円、起債の方法は証書借入、利率は年５％以内、そのほか償還の

方法も定めております。 

  続きまして、８ページ、９ページをお願いいたします。 

  引き続きまして、第３表地方債補正の変更、これは変更の部分になります。２８事業に係る起債をお示しさ

せていただいております。８ページのほうは変更前、９ページは変更後となります。 

  まず、限度額を変更したところです。上から７段目になります。数えにくいですけれども、医療施設整備事

業で、限度額を６３０万円から７７０万円に変更させていただいております。 

  そこから二つ下、農業基盤整備事業で、限度額を２,２９０万円から３,６８０万円に変更しています。 

  その下、漁港整備事業で限度額４,６００万円を３,６３０万円、その下、急傾斜地崩壊対策事業費負担金で

限度額を２００万円から、これはゼロにさせていただいております。 

  その下、地方道路等整備事業で、限度額を１億７,３２０万円から１億６,９１０万円に変更させていただき

ました。 

  そこから三つ下、公共下水道整備事業、ここで１４０万円から１１０万円に変更させていただいて、その下

の都市下水路整備事業で限度額を２７０万円から２９０万円、その下の都市公園等整備事業で限度額

３,０８０万円から２,７９０万円にさせてもらっています。 

  あと、二つ下、消防施設整備事業で限度額を９,８２０万円から８,８４０万円、そこからまた三つ下になり

ます文化財保存推進事業です。ここも限度額を６,２４０万円から３,０３０万円にさせてもらっています。 

  そこから、また２つ下、学校給食施設整備事業で限度額５２０万円から５４０万円に変更させていただきま

した。 

  あと、起債の方法は証書借入で変更はございませんが、利率は年３％以内から年５％以内に変更させていた

だいております。償還の方法は変更ございません。長々すみませんでした。 

  以上で歳入の説明を終わらせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○木下順一委員長 説明は終わりました。 

  先ほどの企画財政課の課長の説明の中で、２０、２１ページの選挙費のところで、聞き間違えていなかった

ら、ここに記載は参議院議員となっておるのですけれども、口頭では衆議院と言ったように聞きましたけれど

も、訂正しておいていただけますか。 

  企画財政課長。 

○岡本企画財政課長 申し訳ございません、先ほど説明、口頭では衆議院議員選挙と説明させていただきました

けれども、参議院議員選挙に訂正をさせていただきます。申し訳ございませんでした。 

○木下順一委員長 ありがとうございます。 

  これより質疑を行います。 

  概要と歳入及び地方債補正についてご質疑はございませんか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 予算書２２ページ、２３ページ、１８款繰入金、財政調整基金繰入金についてお尋ねします。 

  当初予算では２億５,０００万円、財調を計上しておりました。６月補正で１億２,２４０万円増額補正、
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１２月の７号補正でざっと７,０００万円増額で、合計４億５,０００万円ぐらいになったんです。 

  今回、１２月補正から僅か３か月ですけれども、一挙に２億５,０００万円減額補正、この理由は何でしょ

うか。 

○木下順一委員長 企画財政課、中村係長。 

○中村係長 企画財政課、中村です。よろしくお願いします。 

  減額した理由、大きなところとしましては、市税が好調であったことがまず１点、もう一つが、地方交付税

の再算定があったことというのが大きな理由かなというところです。 

  以上です。 

○木下順一委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 この３か月で歳入がそれだけ増えたから、財調２億５,０００万円減額だということです。 

  続けてお聞きしますけれども、財調４億５,０００万円計上して、２億５,０００万円、今回減額補正ですか

ら、実額２億円ということです。決算剰余金で、令和７年度の決算ですけれども、大体毎年５億円から６億円

の剰余金が出ます。地方財政法で２分の１以上基金に積み立てると、うちの場合は、基金は大部分、財調に積

み立てます。そうすると、残った財調の２億円の支出、歳出、これについても決算剰余金の繰入れで、ほとん

ど令和７年度の財調の支出というのは、ゼロに等しくなるというふうに推計してよろしいでしょうか。 

○木下順一委員長 企画財政課長。 

○岡本企画財政課長 すみません、戸上委員、令和７年度の財調の取崩し額のことでよかったですか。さっき、

ごめんなさい、ちょっと理解できなかったんであれですけれども、もう一回いいですか、ごめんなさい。 

○木下順一委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 ３月補正で、財調は２億円使いましたということになっておるわけです。令和７年度の決算全

体で、決算剰余金というのが必ず出ます、不用額もどんどん出るわけだから。毎年平均して５億円から６億円、

多いときは８億円、決算剰余金、これが出ました。決算剰余金の２分の１以上は基金に積み立てるということ

が決まっておりますもので、ですから、５億円で２億５,０００万円、６億円で３億円、基金に積み立てます。 

  うちの場合は、基金に積み立てた圧倒的の額は財調に積み立てます。財調と減債に積み立てるんですけれど

も、圧倒的に額は財調に積み立てます。そうすると、３月の補正で財調２億円使いますということになってお

るけれども、令和７年度の決算全体で剰余金の振り分け、充当ということも含めますと、財調の支出は令和

７年度全体でゼロになるんじゃないかというのが僕の推計なんだけれども、これまでの状況から見て、財政課

長としてはどういうふうに推計されますか。 

○木下順一委員長 企画財政課長。 

○岡本企画財政課長 すみません、何度もありがとうございます。 

  確かに委員言われるように、令和７年度の決算剰余金、まだ数字は出ていないですけれども、例年どおりで

いきますと、戸上委員言われるように、財政調整基金を投入していないというか、そういうふうな状況になる

と思います。 

  また決算のときに、ご説明もさせていただこうと思うので、今日のところはあくまでも予想ですので、まだ

決算見込みが出ていないという状況ですので、ちょっと答弁のほうは控えさせていただきたいなというふうに
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思います。 

○木下順一委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 分かりました。 

  了解なんですけれども、会計管理者に今日お聞きしましたら、まだ５月末が決算締切りだから、確たること

は言えませんということでした。それはそのとおりなんです。そのとおりなんだけれども、全体にそういう、

我々としては腹づもりでおるということです。 

  何でこれを聞いたかというと、令和８年度当初予算で財調５億円支出しました。この５億円については、果

たして持続可能な財政運営上、それだけ、２３年ぶりと言ったかな、５億円、中村さんな、２４年ぶりと言っ

たか。２４年ぶりの額です。巨額な額ですから、市民も心配するし、我々予算を議論するときに、まともにき

ちんと審査したのかということも問われます。 

  そういう意味から、５億円の財調だけれども、令和７年度決算からすると、途中に市税の増収や地方交付税

のプラスアルファがあって、財調からの支出は大分削られましたと、そやで、当初の２億５,０００万円と、

その後の補正で４億５,０００万円になったわけだけれども、半分は充当して削られたと、負担額２億円とい

うことです。 

ですから、当初予算の財調５億円についても、我々としてはそういう腹づもりでおったほうがいいんじゃな

いかというふうに僕は思ったもので、あえて決算でお聞きしました。 

  以上です。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩します。 

（午前１０時３７分 休憩） 

─────────────── 

（午前１０時４１分 再開） 

○木下順一委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  歳出の審査に入ります。 

  初めに、２款総務費、３款民生費（市民課分）及び１２款諸支出金について審査します。 

  なお、２款総務費のうち、健康福祉課、観光商工課、学校教育課の各所管分については、後ほど各課よりそ

れぞれ説明を受けます。 

  また、説明は款順に、繰越明許費も含めてまとめて行い、その後、款ごとに質疑となりますので、委員並び

に執行部の皆様はご承知おき願います。 

  それでは、担当課の説明を求めます。 

  総務課課長補佐。 

○栗原総務課課長補佐 おはようございます。 

  総務課長補佐の栗原です。よろしくお願いいたします。 

  それでは、予算説明資料の５ページをご覧ください。よろしいでしょうか。 
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  上段の給与等管理業務になります。８,８７３万円の増額をお願いするものです。普通退職等８名分の退職

手当を補正するもので、主な財源としましては、職員退職手当基金繰入金として６,０００万円を増額してお

ります。 

○木下順一委員長 企画財政課長。 

○岡本企画財政課長 企画財政課、岡本です。 

  同５ページの下段をお願いいたします。 

  中事業名は積立金（基金）です。予算額２,１００万円となっております。普通交付税の再算定で追加交付

のありました臨時財政対策債償還基金費等を減債基金に積み立てるものとしております。 

○木下順一委員長 総務課課長補佐。 

○栗原総務課課長補佐 続きまして、７ページ上段をご覧ください。 

  庁内情報化推進事業で２,２００万円の減額補正をお願いするものです。総合住民情報システムの標準化に

伴い、ＡＷＳ、アマゾン・ウェブ・サービスの略になりますが、ガバメントクラウドサービス利用料金の確定

分に係る不用額を補正するものとなります。 

○木下順一委員長 定期船課長。 

○村山定期船課長 定期船課、村山です。よろしくお願いします。 

  それでは、同ページ下段をお願いします。 

  地域交通事業としまして、４２７万４,０００円の増額をお願いするものです。内容は、かもめバスの運賃

収入が当初見込みより減少したことから、不足が見込まれる運行業務委託料を計上いたします。 

  すみません、ここで事前にお渡ししました資料のほうを、令和７年度かもめバス乗車人数及び運賃収入の比

較になっております。人数につきましては、当初より１,１１９人減、運賃収入が３１３万７,１６３円減とい

うことで、委託料に３１３万８,０００円を補正するということになっております。 

  また、令和８年４月１日から、かもめバスのダイヤ改正に伴う路線再編により、バス車両に搭載する運賃表、

路線系統データの修正等が新たに発生することから、不足が見込まれる開設業務の委託料を計上いたします。 

  以上です。 

○木下順一委員長 市民課長。 

○小島市民課長 市民課、小島です。よろしくお願いをいたします。 

  概要は９ページ上段をお願いいたします。 

  戸籍事務におきまして、予算額１万８,０００円の増額を計上しております。旧氏及び旧字の振り仮名記載

に係る戸籍附票システム機能改修による増額を行いますが、年度内の完了が見込めないことから、電算委託料

を繰越明許費として計上いたします。こちらは、補正予算書の６ページの最上段をご覧おきください。 

  また、今年度、戸籍へ記載する氏名の振り仮名通知の発送に伴う業務量の増加を見込み、サポート業務の委

託を予定しておりましたが、職員対応のみで実施をしたことから、不用となった委託料の減額を行うものです。 

  次に、下段、住民基本台帳事務では、２５万７,０００円の減額を計上しております。こちらも、旧氏及び

旧字の振り仮名記載に係る総合住民情報システム等の機能改修に係る経費を計上し、その一部を繰越明許費と

して計上いたします。 
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  使用料の減額につきましては、住民基本台帳ネットワークシステム等の賃貸契約期間の精査に伴い、不用と

なった部分を減額するものでございます。 

○木下順一委員長 選挙管理委員会書記次長。 

○栗原選挙管理委員会書記次長 続きまして、予算説明資料１０ページをお開きください。 

  上段の参議院議員選挙費で、４５０万７,０００円の減額補正をお願いするものです。令和７年７月２０日

の参議院議員通常選挙執行に伴い、事業費が確定したことから、不用額を補正するものです。 

  次に、下段の三重県知事選挙費で、３７９万７,０００円の減額補正をお願いするものです。令和７年９月

７日の三重県知事選挙の執行に伴い、事業費が確定したことから、不用額を補正するものとなります。 

  続いて、右のページの１１ページをご覧ください。 

  上段の鳥羽市長選挙で、８４８万２,０００円の減額補正をお願いするものです。令和７年４月１３日の鳥

羽市長選挙の執行に伴い、事業費が確定したことから、不用額を補正するものとなります。 

  続けて、下段、鳥羽市議会議員補欠選挙費で、６２７万６,０００円の減額補正をお願いするものです。市

長選と同日の令和７年４月１３日の鳥羽市議会議員補欠選挙執行に伴い、事業費が確定したことから、不用額

を補正するものです。 

○木下順一委員長 市民課長。 

○小島市民課長 次に、３款民生費へ移ります。 

  概要は１２ページの上段をお願いします。 

  国民健康保険事業特別会計繰出金で、予算額１,３５４万９,０００円の増額を計上しております。保険基盤

安定負担金、財政安定化支援事業費の確定等に伴い、国民健康保険事業特別会計への繰出金を補正するもので

す。 

  続きまして、下段をお願いします。 

  後期高齢者医療特別会計繰出金で、予算額９５０万３,０００円の減額を計上しております。後期高齢者医

療特別会計における後期高齢者医療広域連合への市町負担金等の確定等に伴い、後期高齢者医療特別会計への

繰出金を補正するものでございます。 

  続きまして、民生費で、繰越明許費につきましては、少し飛んでいただき、概要の３５ページをお願いしま

す。こちらも、補正予算書は６ページ、３段目となります。 

  国民年金事務で、３０万５,０００円を計上しております。これは、１２月補正でお認めいただいたシステ

ム改修ですが、ベンダーから年度内完了が見込めないということで、全額を繰り越すものです。 

○木下順一委員長 企画財政課副参事。 

○斎藤副参事 企画財政課、斎藤です。よろしくお願いいたします。 

  １ページ戻っていただきまして、３４ページ下段をご覧ください。 

  中事業名、定期航路事業特別会計繰出金３,８７６万９,０００円でございます。定期航路事業特別会計への

繰出金について、定期航路収益等の減収が見込まれていることから、増額補正をお願いするものです。内容の

詳細につきましては、特別会計のところで定期船課より説明をいたします。 

  以上となります。 
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○木下順一委員長 担当課の説明は終わりました。 

  初めに、２款総務費で、ただいま説明を受けた事業についてご質疑はございませんか。５ページから、５ペ

ージ、よろしいですか。順番にいきます。ページ数言うたところから、質疑を願いたいと思います。５ページ

ありますか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 ５ページ上段、給与等管理業務、先ほど課長補佐の説明で、退職手当８人分、普通退職

８,８７３万円ということでした。全員、普通退職でしょうか、普通退職というのは自己都合退職のことです。 

○木下順一委員長 総務課、宮本課長補佐。 

○宮本課長補佐 総務課の宮本です。よろしくお願いいたします。 

  委員おっしゃるとおり、全員、普通退職というふうになっております。 

  以上です。 

○戸上 健委員 結構です。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 これ、普通退職者８人ということで、８,８７３万円ありますけれども、ここで聞いていいの

かどうか分からない、内訳としては、休職されている方がそのまま辞めていったのか、それ以外の方、どれぐ

らいの割合とか言えますでしょうか、今。 

○木下順一委員長 総務課課長補佐。 

○宮本課長補佐 人事異動の内示が今週末というふうになっておりますので、ちょっとこの場では差し控えさせ

ていただいてよろしいでしょうか。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 すごく心配しているところがありますので、１点だけ、退職されたときに聞き取りをされたと

思うんですけれども、それから何か傾向というか、何かこういうことが原因なんじゃないかなということはつ

かめましたでしょうか。 

○木下順一委員長 課長補佐。 

○宮本課長補佐 皆さん、それぞれ理由は様々であろうかというふうには認識しておりますけれども、近年の退

職者数の増加傾向は、モチベーション係としても深刻に捉えておりますので、そのあたりは係、それから課を

含めて、分析のほうは、これからもしっかりしていきたいなというふうに思っています。 

○木下順一委員長 他にございませんか。関連ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ５ページ下段、積立金（基金）について、ご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 続いて、７ページ、庁内情報化推進事業、上段、ご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 下段の地域交通事業について、ご質疑ございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 続いて、９ページ上下段、ご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 １０ページ、１１ページの選挙費について。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ほかの委員の皆さん、よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、次に、３款民生費について、ご質疑はございませんか。１２ペ

ージです。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ３５ページ上段、繰越明許費について、ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ３４ページ、諸支出金、企画財政課の分ですけれども、ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩します。 

（午前１０時５５分 休憩） 

─────────────── 

（午前１０時５８分 再開） 

○木下順一委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、２款総務費（健康福祉課分）、３款民生費及び４款衛生費を審査します。 

  それでは、担当課の説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○奥村健康福祉課長 健康福祉課、奥村です。よろしくお願いします。 

  それでは、６ページの上段をお願いいたします。 

  積立金（基金）は１０万円の増額です。社会福祉事業への寄附金を福祉費に積み立てるため、積立金を補正

いたします。 

  続きまして、８ページ上段をお願いします。 

  過年度国庫支出金等返還金は５８万８,０００円の増額です。令和６年度の実績に基づき、国庫支出金等の

精算に伴う償還金を補正するものです。 

  続きまして、１３ページ上段をご覧ください。 

  地域共生社会推進事業は財源更正となります。主な財源にございます重層的支援体制整備事業交付金が、国

の分で５９０万１,０００円、県の分で２９５万１,０００円減額となり、その分が一般財源の増となっており

ます。 

  １１日の本委員会におきまして、令和８年度当初予算の際、ご説明させていただいたとおり、厚労省がこの

交付金、総額確保できなかったように聞いております。令和７年度当初に、補助対象経費として約
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３,３００万円、国交付金の入りが約１,４００万円で要求をしておりますが、補助対象経費が削減されまして、

交付金が８１０万円となりまして、この交付決定に引っ張られて、県のほうも減額となっております。 

  先に、１４ページ上段をお願いいたします。 

  地域生活支援事業、こちらも同様で、重層的支援体制整備事業交付金の協議につき、国で９３７万

３,０００円、県で４６８万６,０００円が一般財源となる財源更正です。かなり減額となっておりまして、全

国の市町村においても相当困っておりまして、昨年秋の東海市長会で既に要望させていただきまして、来年度

の市長会でも再度、こちらの確保についてアクションを起こしていくという形となっております。 

  戻っていただきまして、１３ページ下段をお願いします。 

  介護予防施設管理運営事業は３２９万２,０００円の減額となります。こちら、９月の補正で、神島におい

て、介護予防・地域ささえあいサポート拠点整備モデル事業の補正をお願いいたしました。神島のしおさいの

運営は、年度当初から社会福祉協議会に委託をしておりますが、令和７年１１月から令和８年３月までの委託

料につきましては、補正しましたほうの事業費から支出をいたしておりますので、当初予算分の委託料のほう

から３２９万２,０００円を減額するものです。 

  したがいまして、財源の二つ目、ふるさと創生基金からの繰入金を節約することができております。 

  続きまして、１４ページ下段をお願いします。 

  定額減税調整給付金給付事業は１７２万円の減額です。こちら、６月補正にてお認めいただきました事業費

のうち、給付金の申請等業務の委託を計画していた部分について精査をし、案内の発送業務をスケジュール上、

私どもで自前で行ったことや、コールセンターの必要人員数の再調整を行ったことによります。 

○木下順一委員長 子育て支援担当副参事。 

○山本副参事 子育て支援担当の山本です。よろしくお願いします。 

  それでは、１５ページ上段をお願いいたします。 

  児童扶養手当事業は８６２万２,０００円の減額です。今年度の支給見込みに基づき、不用が見込まれる事

業費について補正するものです。 

  続いて、下段をお願いします。 

  児童手当事業につきましては１,９８２万５,０００円の減額となります。こちらも今年度の支給見込みに基

づき、不用が見込まれる事業費を減額するものです。 

○木下順一委員長 健康福祉課長。 

○奥村健康福祉課長 １６ページ上段をお願いします。 

  生活保護事務事業費は３３万円の増額です。令和７年６月の最高裁判決による保護費等の追加給付を行うた

め、年度内に補助費算定のデータ抽出を行うものです。財源は全額国費となります。 

  民生費は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○木下順一委員長 地域医療担当副参事。 

○田畑副参事 健康福祉課、田畑です。よろしくお願いいたします。 

  それでは、衛生費の説明をさせていただきます。 

  １６ページ下段をお願いいたします。 
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  健康診査・がん検診事業は６８０万円の減額です。当初の受診者数見込みよりも、実際にがん検診等を受け

られる方が少なかったため、委託料の不用額を減額補正いたします。 

  続きまして、１７ページ上段をお願いします。 

  予防接種事業は１,２５０万円の減額です。乳幼児の定期接種及び新型コロナウイルスワクチンの接種者数

が少なかったため、不用が見込まれる費用を補正いたします。 

○木下順一委員長 環境課長。 

○山田環境課長 環境課、山田です。よろしくお願いします。 

  引き続きまして、下段になります。 

  漂流漂着ごみ撲滅事業は、海岸漂着ごみの回収処理業務について、事業費が確定しましたので、不用額

３７８万円を減額補正するものです。 

  続いて、１８ページ上段をお願いします。 

  海洋ごみ流出対策事業は、事業費が確定しましたので、不用額４７０万１,０００円を減額補正するもので

す。 

○木下順一委員長 田畑副参事。 

○田畑副参事 同じく１８ページ下段をお願いいたします。 

  へき地診療所運営事業は４１５万３,０００円の減額です。患者数の減少などにより不用が見込まれる医薬

材料費及び財源であるへき地診療所使用料を減額します。 

  今年度、解析付心電計の備品を購入しておりますが、入札差金を補正するほか、県のへき地診療所設備整備

事業費補助金の決定に伴い、財源補正を行います。オンライン診療機器の更新について、県のへき地オンライ

ン診療体制整備事業補助金の交付を受けることができましたので、その分も財源更正いたします。 

○木下順一委員長 環境課長。 

○山田環境課長 １９ページ上段をお願いします。 

  市清掃センター塵埃処理事業は、清掃センターの焼却処理施設解体工事事前調査業務の事業費が確定しまし

たので、不用額１４４万３,０００円を減額補正するものです。 

  同ページ下段をお願いします。 

  一般廃棄物処理事業は、鳥羽志勢広域連合における議会費及び総務費関係の負担金について、事業費が確定

しましたので、不用額４５７万９,０００円を減額補正するものです。 

  続いて、２０ページ上段をお願いします。 

  広域ごみ処理事業は、鳥羽志勢広域連合におけるやまだエコセンター関係の負担金について、事業費が確定

しましたので、不用額１,１６７万３,０００円を減額補正するものです。 

  同ページ下段をお願いします。 

  し尿処理事業は、離島し尿等海上・陸上運搬業務及び鳥羽志勢広域連合におけるクリーンセンター関係の負

担金について、事業費が確定しましたので、不用額３,４６２万３,０００円を減額補正するものです。 

○木下順一委員長 田畑副参事。 

○田畑副参事 ２１ページ上段をお願いいたします。 
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  水道事業会計補助金は１３６万円の減額です。水道事業会計に対して一般会計から支出する補助金について、

事業費が確定したことから、不用が見込まれる額を補正します。 

  衛生費は以上となります。よろしくご審議のほど、お願いいたします。 

○木下順一委員長 執行部の説明は終わりました。 

  初めに、２款総務費（健康福祉課分）について、ご質疑はございませんか。６ページの上段と８ページの上

段です。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、次に、３款民生費について、ご質疑はございませんか。１３ペ

ージ上段から１６ページ上段です。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、次に、４款衛生費について、ご質疑はございませんか。 

  坂倉委員。 

○坂倉広子委員 健康診査・がん検診事業についてお伺いいたします。 

  ６８０万円の減額ということになりましたが、受診者の数の減少ということは説明をいただいたんですが、

もう少し詳細についてお伺いしたいと思います。 

○木下順一委員長 田畑副参事。 

○田畑副参事 がん検診は、今まだ、個別の開業医さんでのがん検診は続いてやっているので、その分は据え置

いているところなんですけれども、集団で検診バスを各地域に走らせてやっているのを、春から夏にかけてを

中心に実施しております。その中で、主に夏に実施しておりました肺がん検診、これは予約不要で、各地区に

バスが行きましたら、その日希望される方が受けていただくものなんですけれども、そこの受診者数が減って

おりまして、その分を減額させていただいております。 

○木下順一委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 ありがとうございます。がん検診で予防ということが大事でありましたので、聞かせていただ

きました。ありがとうございます。 

（「関連」の声あり） 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 それ、ＰＲ不足という問題は生じていないの。やっぱり減っていくということは、どうですか。 

○木下順一委員長 田畑副参事。 

○田畑副参事 なるべくその地域を見まして、その地域で漁が重なっていないとか、一番受けやすいタイミング

を選んでいるのとともに、当日も町内会にお願いして、放送を入れていただく等のことはしているんですけれ

ども、天候等もあって、出にくい日だと減るというような傾向があります。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 前もってＰＲは、しっかりとしておるわけですよね。それで、その日も町内会、防災無線か何

かで言うていただいたりしておると思うんですけれども、それでも当初から見ると来ないということは、前年

度はしっかりと来られておったんですか、これだけの減額いうことは。 
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○木下順一委員長 田畑副参事。 

○田畑副参事 少しずつ地域の方で、がん検診を受けに来られる層の方が減っているのは事実です。 

○尾﨑 幹委員 分かりました。ありがとうございます。 

○木下順一委員長 他にございませんか。２１ページ上段までです。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 ２０ページ下段、し尿処理事業についてお尋ねします。 

  ３,３００万円の不用額が出て減額補正です。当初予算では１億２,５００万円です。３分の１も何で乖離し

たんでしょうか。 

○木下順一委員長 環境課長。 

○山田環境課長 主に、広域連合の負担金が１,１６７万３,０００円減額でしたので、そちらのほうが大きな要

因となっています。また、し尿処理の運搬業務、そちらのほうも若干減額した形になっています。 

  以上です。 

○木下順一委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 課長、これ、当初予算の計上額が大き過ぎたという理解でよろしいでしょうか。 

○木下順一委員長 環境課長。 

○山田環境課長 広域連合のほうにも確認したんですけれども、広域連合のし尿処理のほうは、脱塩装置の休止

に伴うことがありましたので、それの燃料費とか光熱水費が減額の主な要因と聞いていますので、予算措置し

たときには、安牌を見て予算措置したと聞いています。 

  以上です。 

○戸上 健委員 了解です。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩します。 

（午前１１時１２分 休憩） 

─────────────── 

（午前１１時１７分 再開） 

○木下順一委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、２款総務費（観光商工課分）、５款農林水産業費、６款観光商工費及び１０款災害復旧費（農林水

産課分）を審査します。 

  それでは、担当課の説明を求めます。 

  観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 観光商工課、髙浪です。よろしくお願いいたします。 

  補正予算等の概要６ページ下段をご覧ください。 

  積立金（基金）で６３６万９,０００円の補正をお願いするものです。入湯税納入額の増収見込みに伴い、

観光振興基金への積立金を補正いたします。 
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○木下順一委員長 農林水産課長。 

○吉川農林水産課長 農林水産課、吉川です。よろしくお願いします。 

  概要の２１ページ下段をお願いします。 

  農業振興鳥獣害対策事業につきましては、有害鳥獣の捕獲頭数増加のため、有害鳥獣報奨金８９万

４,０００円の増額をお願いするものでございます。 

  続きまして、概要の２２ページ上段をお願いします。 

  農業基盤整備事業につきましてご説明します。本事業は、相差町にある茅原新田地区における令和６年度か

らの継続事業でございます。市が実施する排水路整備の工事請負費と県が実施します用排水施設の整備に伴う

市負担金を合わせまして１,３７９万３,０００円の増額をお願いするものでございます。 

  まず、主な経費としまして、工事請負費、長岡排水路整備工事についてです。こちらは当初、県の補助金が

減額されたことに伴い、工事区間を縮小し、事業費が６４５万１,０００円の減額となる見込みでございまし

た。しかし、今年１月に三重県のほうから補助金の追加配分がありましたので、新たに９００万円分の工事を

追加することといたしました。そのため、減額見込み分と今回の追加分を差引きいたしまして、２５４万

９,０００円の増額補正としております。 

  次に、その下、工事等負担金、相差地区用排水施設整備事業についてです。こちらは県主体の事業であり、

当初は県事業の縮小に伴い、市の負担も１,７５５万６,０００円の減額となる見込みでした。しかし、先ほど

と同様に、今年１月に三重県のほうから事業費を増額したことに伴い、市の負担額も新たに２,８８０万円追

加となりました。そのため、減額見込み分と追加分を差引きいたしまして、１,１２４万４,０００円の増額補

正としております。 

  次に、繰越明許費についてご説明します。 

  補正予算書のほうをお願いします。 

  予算書の６ページ、４段目、農業費をお願いします。農業基盤整備事業３,７８０万円とあるところでござ

います。今回追加となりました長岡排水路整備工事の９００万円と相差地区用排水施設整備事業の

２,８８０万円につきましては、いずれも今年度中の完了が見込めないため、全額を翌年度へ繰り越すことと

し、合計３,７８０万円を繰越明許費として計上しております。 

  続きまして、先ほどの概要に戻っていただきまして、２２ページをお願いします。２２ページの下段をお願

いします。 

  離島漁業再生支援交付金事業は、交付金の額が確定しましたので、当初予算額との差額１１２万

３,０００円を減額補正するものです。 

  続きまして、概要の２３ページ上段をお願いします。 

  漁場復旧対策支援事業は、新規事業として、昨年７月３０日に発生しましたカムチャツカ半島沖地震による

津波で被害を受けた漁場、浦村地区のカキ養殖漁場の復旧事業について、ふるさと創生基金繰入金などの活用

に伴い、９２万３,０００円を財源更正するものです。 

  続きまして、その下段をお願いします。 

  漁港漁場管理業務は、海底・漂流ごみ等処理業務について、補助対象の変更に伴う財源更正及び事業費の確
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定に伴う不用額４１４万３,０００円を減額補正するものです。 

  続きまして、概要の２４ページ上段をお願いします。 

  漁港整備事業です。国補事業ですが、坂手漁港における新たな陸閘、この陸閘なんですが、防潮扉のことで

ございます。陸閘整備に向けた設計測量経費の追加と坂手漁港及び安楽島漁港の工事において、事業費等の確

定に伴う差額の減額補正をお願いするものです。 

  この主な経費としまして、設計測量等業務委託料の増減について、２点ご説明申し上げます。 

  １点目ですが、坂手漁港機能保全工事に伴う工損事後調査業務です。これは、工事による影響を受けた家屋

の調査費用として、当初２,６００万円を計上しておりましたが、調査対象家屋の減少等により、委託契約額

が１,６５２万２,０００円となりましたので、当初との差額９４７万９,０００円を減額補正いたします。 

  この調査家屋の減少の主な理由としましては、当初の調査対象５０件のうち、取壊しとなった家屋とか、あ

と既に居住していないなどの理由により、調査の申出がなかった家屋がありましたので、最終的に５０件から

３３件となりました。 

  ２点目ですが、坂手漁港に新たに陸閘、防潮扉２か所を設置する機能増進工事に向けた設計測量業務に係る

費用として、２００万１,０００円を増額補正いたします。 

  次に、その下の工事請負費補助についてご説明します。こちらは、事業費及び国の補助金の確定に伴う減額

補正となります。坂手漁港の機能保全工事につきましては２,８５２万２,０００円の減額、安楽島漁港の海岸

護岸長寿命化工事につきましては４８０万円の減額をそれぞれ計上しております。 

  次に、繰越明許費についてご説明いたします。 

  すみませんが、補正予算書は６ページの先ほどの一つ下になります、５段目の水産業費をご覧ください。 

  漁港整備事業１,４１２万３,０００円のところでございます。先ほど委託料でご説明させていただきました

坂手漁港の工損事後調査費用のうち、今年度中の完了が見込めない１,２１２万２,０００円と、新たに追加し

ました機能増進のための設計測量費用２００万１,０００円の全額につきましては、翌年度へ繰り越すことと

し、合計１,４１２万３,０００円を繰越明許費として計上しております。 

○木下順一委員長 観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 同じページの下段をご覧ください。 

  宿泊（観光）産業活性化事業で、２７３万円の補正をお願いするものです。入湯税納入額の増収見込みに伴

い、鉱泉源保護管理整備費補助金を補正いたします。 

  補正予算等の概要２５ページ上段をご覧ください。 

  起業育成支援事業で１３０万円の減額補正をお願いするものです。創業支援事業補助金の申請が終了し、補

助額が確定したため、不用額を減額いたします。 

○木下順一委員長 農林水産課長。 

○吉川農林水産課長 最後に、概要の３３ページ上段をお願いします。 

  農地・農業用施設災害復旧事業は、市単災害事業について、市債対象の事業となったことから、５０万円の

財源更正を行うものです。 

  説明は以上となります。 
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○木下順一委員長 説明は終わりました。 

  初めに、２款総務費（観光商工課分）について、ご質疑はございませんか。６ページ下段です。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、次に、５款農林水産業費について、ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、次に、６款観光商工費について、ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、最後に、１０款災害復旧費（農林水産課分）について、ご質疑

はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩します。 

（午前１１時２８分 休憩） 

─────────────── 

（午前１１時３１分 再開） 

○木下順一委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、２款総務費（学校教育課分）、７款土木費、８款消防費、９款教育費及び１０款災害復旧費（建設

課分）について審査します。 

  それでは、担当課の説明を求めます。 

  教委総務課長。 

○山本教育委員会総務課長 学校教育課分でよろしかったですか。 

  学校教育課のほうが急遽出張になりましたので、私のほうから説明をさせてもらいます。 

  ８ページになります。 

  過年度国庫支出金等返還金として、予算額１０４万８,０００円になります。令和６年度の学校給食無償化

に係る費用の実績に基づきまして、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の精算に伴う償還金の補正を行

います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 建設課副参事。 

○鳥羽副参事 建設課の鳥羽です。よろしくお願いいたします。 

  予算説明資料の２５ページ下段をお願いします。 

  中事業名、建築物耐震化促進事業で、９７８万３,０００円の減額をお願いするものです。木造住宅空家除

却補助金及び耐震診断業務において、当初の見込みより申請件数が減少したことによるものと、耐震シェルタ

ー及び耐震補強補助金につきましては申請がなかったことから、減額補正するものでございます。 

○木下順一委員長 建設課長。 

○岩井建設課長 建設課の岩井です。よろしくお願いします。 

  続きまして、予算説明資料の２６ページ上段をお願いします。 
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  中事業名、空き家活用促進事業で、８３１万１,０００円の減額をお願いするものです。鳥羽市空家等対策

計画改定業務委託につきまして、入札差金が生じたことから減額するとともに、空き家活用促進事業である空

き家リフォーム等補助金につきましても申請がございませんでしたので、減額補正するものです。 

  続きまして、同ページ下段をお願いします。 

  中事業名、急傾斜地崩壊対策事業で、２００万円の減額をお願いするものです。本年度に実施することとし

ていました坂手町急傾斜地崩壊対策事業につきましては、実施主体である三重県において事業が見送られたこ

とから、減額補正するものです。 

  続きまして、予算説明資料２７ページ上段をお願いします。 

  中事業名、地籍調査事業で、１,０７７万２,０００円の減額をお願いするものです。地籍調査事業について、

県負担金の額が確定したことから、不用額を減額補正するものです。 

  続きまして、同ページ下段をお願いします。 

  中事業名、地方道路整備（交付金）事業で、１,３７９万６,０００円の減額をお願いするものです。社会資

本整備総合交付金の追加交付に伴い、市道東中学校線や市道本浦線道路改良工事や浜辺橋長寿命化工事、安楽

橋ほか１橋における長寿命化工事の補正を行うとともに、交付決定額が要望額を下回った事業の市道第二岩倉

安楽島線道路改良工事や市道杉ケ瀬北山線支線１号道路改良工事などにおきましては、減額させていただきま

す。 

  また、年度内に事業の完了が見込めない市道東中学校線などにつきましては、予算書６ページの繰越明許費

として８,２００万３,０００円を計上いたします。 

○木下順一委員長 鳥羽副参事。 

○鳥羽副参事 説明資料の２８ページをお願いします。 

  中事業名、都市計画区域整備事業で、１４５万７,０００円の減額をお願いするものです。鳥羽駅前広場舗

装工事において事業費が確定したことから、不用額を減額補正するものです。 

  同ページ下段をお願いします。 

  中事業名、雨水公共下水道事業で、１,２４３万１,０００円を減額するものです。本年度予定していました

基本計画の検討について、日本下水道事業団に助言をいただきながら、直営にて業務を実施したことにより、

予算の執行が必要なくなったため、減額するものです。また、測量業務につきましては、事業費が確定したこ

とから、不用額を減額補正するものでございます。 

  説明資料の２９ページ上段をお願いします。 

  中事業名、都市下水路管理で、鳥羽ポンプ場ゲート操作盤設置工事において、事業費の変更に伴い市債の対

象事業が増加したことから、財源更正を行うものでございます。 

  同ページ下段をお願いします。 

  中事業名、中央公園施設整備事業で、３４８万２,０００円の減額をお願いするものです。鳥羽中央公園の

施設整備事業について、事業費が確定したことから、不用額を減額補正するものです。 

○岩井建設課長 災害のほうにいかせていただいてよろしいですか。 

○木下順一委員長 建設課長。 
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○岩井建設課長 失礼しました。 

  続きまして、予算説明資料の３３ページをお願いします。３３ページ下段です。 

  中事業名、道路橋りょう災害復旧事業で、予算増額はありませんが、市単独災害事業において市債対象の事

業となったことから、財源更正を行います。 

  続きまして、予算説明資料３４ページ上段をお願いします。 

  中事業名、河川災害復旧事業で、これも予算増減はありません。市単災害事業において、市債対象の事業と

なったことから、財源更正を行います。 

  続きまして、繰越明許費でございます。 

  予算説明資料３５ページの下段をお願いいたします。 

  中事業、市単河川改良事業で、１,８００万円を計上しています。普通河川道仏川河川改修事業におきまし

て、年度内事業の完了が見込めないことから、繰越明許を行います。 

○木下順一委員長 鳥羽副参事。 

○鳥羽副参事 説明資料の３６ページをお願いします。 

  中事業名、都市公園整備（交付金）事業で、１,４０３万９,０００円を計上しております。鳥羽中央公園園

路整備事業について、年度内の事業の完了が見込めないことから、繰越明許費を計上しております。 

  以上で建設課の説明を終わらせていただきます。ご審査のほど、よろしくお願いします。 

○木下順一委員長 消防長。 

○世古消防長 消防本部、世古です。よろしくお願いします。 

  補正予算等の概要３０ページの上段をお願いします。 

  消防団活性化対策事業で、２９０万円の減額を計上しております。消防団員の年報酬額が確定しましたので、

不用額を補正するものです。 

  同ページ下段、消防水利整備維持管理経費で、３９５万４,０００円の減額を計上しています。耐震性防火

水槽設置工事、鳥羽４丁目と大明東町になりますが、それに係る入札が終了し、事業費が確定しましたので、

不用額を補正するものです。 

  次に、３１ページの上段をお願いします。 

  消防車両等整備維持管理経費で、６０４万２,０００円の減額を計上しております。消防車両４台分の備品

購入費に係る入札が終了し、事業費が確定しましたので、不用額を補正するものです。 

  このうち指揮車につきましては、購入予定車両の法規対応及び一部仕様変更、これに加え、他社における同

型車両の排気ガス認証不正問題が重なったことにより、発注している車両への需要が急増する状況となりまし

た。このため、契約業者への納車が大幅に遅れることに伴い、当該車両に必要な装備取付け作業も遅れること

から、今年度内に完了することが不可能となりました。このため、次年度に繰越しします。 

  補正予算書６ページをお願いします。 

  第２表繰越明許費補正の下から２行目になります。事業名は消防車両整備事業、金額は１,３６６万

２,０００円になります。 

  以上、消防費の補正予算とさせていただきます。よろしくお願いします。 
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○木下順一委員長 教育委員会総務課長。 

○山本教育委員会総務課長 教育委員会総務課、山本です。よろしくお願いします。 

  ３１ページになります。 

  事務局運営業務として、１,１１７万６,０００円を計上しております。普通退職に伴う退職手当になります。 

  続いて、繰越明許を言うたらいいですか。 

○木下順一委員長 先にどうぞ。 

○山本教育委員会総務課長 ３６ページの下段をお願いします。 

  中学校管理業務になります。あわせて、予算書の６ページの繰越明許になります。予算額１,２３５万

３,０００円です。 

  国の令和７年度補正予算により交付決定を受けた、この日付が令和８年１月２３日付で交付決定を受けてお

ります。神島中学校体育館照明器具等改修工事についてということで、交付決定が遅くなったこともありまし

て、年度内完了が見込めないため、繰越明許として計上させていただきます。 

  以上です。 

○木下順一委員長 生涯学習課長。 

○中村教育委員会生涯学習課長 生涯学習課、中村です。よろしくお願いいたします。 

  説明資料の３２ページ上段をお願いします。 

  文化財保存推進事業につきましては、旧鳥羽小学校校舎の外壁等改修工事において、一部工事を見送ったこ

とから、不用額３,２１８万１,０００円を減額補正するものでございます。 

○木下順一委員長 教委総務課長。 

○山本教育委員会総務課長 学校給食運営事業について説明させてもらいます。 

  財源更正として上げてあります。回転釜及び牛乳用保冷庫の購入金額が当初予算額を上回ったことから、財

源更正によって調整をさせていただきます。 

  以上、説明です。 

○木下順一委員長 執行部の説明は終わりました。 

  初めに、２款総務費（学校教育課分）について、ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、次に、７款土木費について、ご質疑はございませんか。２５ペ

ージ下段からです。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 耐震促進、これやっぱり、前年度を基準とした積算になっておるのかな。住宅耐震診断、

４５が２６、ＰＲ不足なのか、それとも前年度が多かったとか、どういう要因があるんですか。全体ね、全部

減っておるもので。 

○木下順一委員長 立花副室長。 

○立花副室長 建設課、立花です。よろしくお願いいたします。 

  この戸数につきましては、前年度と同じ戸数という形で上げさせていただくことになります。 
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○尾﨑 幹委員 分かりました。ありがとうございます。頑張ってください。 

○木下順一委員長 他にございませんか。土木費、２５ページ、今のところから３６ページ上段まであります。

よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、次に、８款消防費について、ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、次に、９款教育費について、ご質疑はございませんか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 文化財保護、文化財保存事業で、これ、鳥羽小学校を一部見送ったというのは、これだけの大

きな金額を見送るいうことは、大がかりなのを見送ってしもうたんですか。どういう内容かな。 

○木下順一委員長 教育委員会生涯学習課長。 

○中村教育委員会生涯学習課長 外壁工事の中で、窓枠の部分に関する工事になるんですけれども、今回、国の

補助の対象外というところもありまして、今後の活用の方向性から、今後内部の改修をするときに実施できれ

ばと思って、すみません、事業の見直しで減額とさせていただきました。 

○尾﨑 幹委員 ありがとうございます。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、次に、１０款災害復旧費（建設課分）について、ご質疑はござ

いませんか。３３ページ下段、３４ページ上段。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩します。 

（午前１１時４７分 休憩） 

─────────────── 

（午前１１時５１分 再開） 

○木下順一委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  これから、各特別会計補正予算の審査を行います。審査は議案番号順に進めます。 

  それでは、議案第９１号、令和７年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について、担当

課の説明を求めます。 

  市民課長。 

○小島市民課長 市民課、小島です。よろしくお願いします。 

  それでは、補正予算書の５１ページをご覧ください。 

  議案第９１号、令和７年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につきましては、歳入歳出

予算の総額にそれぞれ１,０００万円を増額し、補正後の総額をそれぞれ２７億２,６００万円とするものです。 

  まず、歳入から説明をさせていただきます。 

  補正予算書の５６、５７ページをご覧ください。 
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  １款国民健康保険税は、１,３５６万４,０００円を減額するものでございます。 

  次に、４款繰入金は、一般会計繰入金で１,３５４万９,０００円を増額するものでございます。保険基盤安

定制度負担金、財政安定化支援事業費等の金額の確定などに伴い、一般会計からの繰入金を増額いたします。 

  続きまして、５款繰越金では、１,０００万円を増額するものです。 

  次に、７款国庫支出金でございます。国庫補助金として、社会保障・税番号制度システム整備費補助金で

１万５,０００円を増額するものです。 

  歳入は以上となります。 

  続きまして、歳出の説明に移ります。 

  概要は３７ページをお願いいたします。 

  上段の総務給与費等管理経費は財源更正となります。社会保障・税番号制度システム整備費等補助金の交付

により、財源更正を行うものでございます。 

  続きまして、３７ページ下段から３８ページについては、３事業を一括で説明させていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

  まず、３７ページ下段では医療費給付分、３８ページ上段では後期高齢者支援金等分、下段では介護納付金

分、それぞれを財政安定化支援事業費の確定に伴う一般会計繰入金の増額等により、財源更正を行うものでご

ざいます。 

  続きまして、３９ページをお願いします。 

  国民健康保険支払準備基金積立金では、１,０００万円を計上しております。国民健康保険事業における財

政の健全な運営を図るため、基金積立金を補正するものでございます。 

  以上、国民健康保険事業特別会計の説明とさせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○木下順一委員長 担当課の説明は終わりました。 

  ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、次に、議案第９２号、令和７年度鳥羽市定期航路事業特別会計

補正予算（第４号）について、担当課の説明を求めます。 

  定期船課長。 

○村山定期船課長 定期船課、村山です。よろしくお願いします。 

  それでは、定期航路事業特別会計の補正予算につきまして説明をさせていただきます。 

  補正予算書は６１ページをご覧ください。 

  議案第９２号、令和７年度鳥羽市定期航路事業特別会計補正予算（第４号）につきましては、歳入歳出とも

に１,９４０万円を追加し、補正後の予算総額をそれぞれ７億２,３００万円としています。 

  それでは、歳入から説明をさせていただきます。 

  補正予算書は６６、６７ページをご覧ください。 

  １款航路収益、１項営業収益、目１運航収益で、１,９３６万９,０００円を減額するものです。要因といた

しましては、節１旅客収入におきまして、人口減少等の影響により運賃収入が減少するためです。 
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  次に、５款繰入金、１項一般会計繰入金、目１一般会計繰入金につきましては、３,８７６万９,０００円の

増額をお願いするものです。要因といたしましては、先ほど説明しました旅客収入の減収と歳出予算の財源不

足を一般会計繰入金として計上するものです。 

  続きまして、歳出の説明をさせていただきます。 

  補正予算等の概要４０ページ上段をお願いします。 

  中事業、船員一般経費につきましては、２,０５１万円の増額をお願いするものです。主な内容といたしま

しては、普通退職者に伴う退職手当及び時間外手当等の不足額を計上しています。また、航路収益の減収見込

みに伴い、財源更正を行っています。 

  続いて、同ページ下段をご覧ください。 

  船舶運航経費につきましては、３８２万６,０００円の増額をお願いするものです。主な内容につきまして

は、船舶運航に使用する燃料価格の高騰や本土発着となることによる運航距離の増加により、不足が見込まれ

る燃料費を計上いたします。また、同じく財源更正を行っております。 

  ここで資料２のほうを、事前にお渡ししました資料のほうをお願いします。 

  免税軽油の平成２５年から令和７年度までの推移になっておりまして、現状２月、３月は、補正予算の要求

時の数字で見込みで入れてあるんですが、ここは１１８円と１１９円になったんですが、ここを見込むと不足

が出てくるということになっております。 

  次に、概要の４１ページ上段をご覧ください。 

  中事業名、旅客荷物経費につきましては財源更正によるものです。 

  次に、同ページ下段をお願いします。 

  航路付属経費につきましては、荷物運送用のフォークリフトの燃料費及び各離島待合所の光熱水費の不足が

見込まれるため、３１万４,０００円の増額をお願いするものです。また、ここでも財源更正をしております。 

  続いて、概要の４２ページ上段をご覧ください。 

  定期航路運営一般管理経費につきましては、５２５万円を減額いたします。内容につきましては、消費税額

が確定したため減額し、不用額を財源更正いたします。 

  続いて、４２ページ下段から４３ページをご覧ください。 

  中事業名、交通事業債償還元金、交通事業債償還利子、一時借入金につきましては、減収見込み分を財源更

正するものです。 

  以上、定期航路事業特別会計の補正予算の説明とさせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いしま

す。 

○木下順一委員長 担当課の説明は終わりました。 

  ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、次に、議案第９３号、令和７年度鳥羽市後期高齢者医療特別会

計補正予算（第３号）について、担当課の説明を求めます。 

  市民課長。 
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○小島市民課長 補正予算書は７３ページをご覧ください。 

  議案第９３号、令和７年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）につきましては、歳入歳出予

算の総額にそれぞれ２,５５０万円を増額し、補正後の総額をそれぞれ６億４,７００万円とするものです。 

  まず、歳入から説明させていただきます。 

  予算書は７８、７９ページをご覧ください。 

  １款後期高齢者医療保険料は、３,５００万３,０００円を増額するもので、特別徴収分は当初の見込みより

減少することから２８５万５,０００円の減額、普通徴収分は当初の見込みよりも増加することから、滞納繰

越分も合わせて３,７８５万８,０００円を増額いたします。 

  続いて、２款繰入金は、一般会計繰入金で９５０万３,０００円を減額するもので、三重県後期高齢者医療

広域連合への負担金の確定に伴い、一般会計繰入金を減額いたします。 

  歳入は以上となります。 

  続きまして、歳出の説明をいたします。 

  概要の最終ページ、４４ページをご覧ください。 

  後期高齢者医療広域連合納付金で、予算額２,５５０万円を計上しております。三重県後期高齢者医療広域

連合の運営に係る市町負担金等の確定に伴い、後期高齢者医療広域連合納付金を増額するものです。 

  以上、後期高齢者医療特別会計の説明とさせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○木下順一委員長 担当課の説明は終わりました。 

  ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、次に、議案第９４号、令和７年度鳥羽市水道事業会計補正予算

（第５号）について、担当課の説明を求めます。 

  水道課長。 

○寺本水道課長 水道課長の寺本です。よろしくお願いいたします。 

  最初に、さきに提出いたしました委員会資料に誤りがございましたので、本日改めて、２ページ目を紙ベー

スで提出させていただきました。大変申し訳ございませんが、よろしくお願いいたします。 

  それでは、議案第９４号、令和７年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第５号）についてご説明させていただ

きます。 

  補正予算書の１ページをご覧ください。 

  第２条、業務の予定量の補正といたしまして、主要な建設改良事業で１億５,３９６万円の増額補正を行い、

補正後予算額を８億４,６５５万８,０００円としております。 

  第３条、収益的収入及び支出の補正といたしまして、収入の第１款水道事業収益、第２項営業外収益で

１３６万円を減額することとし、補正後予算額を１３億６,９０９万７,０００円としております。 

  次に、第４条、資本的収入及び支出の補正といたしまして、第２条の業務の予定量の補正に伴い、建設改良

費について１億５,３９６万円の増額補正を行うとともに、補塡財源の内訳について調整を行うもので、補正

後の資本的収入予算の総額を５億１,１２２万円、資本的支出予算総額を１０億２,０３６万円としております。 
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  また、第６条、他会計からの補助金の補正で、一般会計から補助を受ける金額を減額補正しております。 

  補正予算の詳細につきましては、予算書８ページの令和７年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第５号）、実

施計画明細書及び提出いたしました概要資料で説明させていただきます。 

  収益的収入及び支出の収入では、款１水道事業収益、項２営業外収益、目２他会計補助金で、１３６万円の

減額補正を行っております。これは、７月から９月使用分について実施した水道基本料金の減免について、一

般会計からの補助額が確定し、不用額が発生したことから、減額するものでございます。 

  次に、資本的収入及び支出の収入では、款１資本的収入、項１企業債、目１企業債で、工事請負費の財源と

なる７,５００万円を計上し、項５国庫補助金、目１国庫補助金では、５,５３２万円を計上しております。 

  支出では、款１資本的支出、項１建設改良費、目１配水及び給水施設費で、１億５,３９６万円の増額を計

上しております。これは、国の補正予算による社会資本整備総合交付金の採択を受けたことに伴い、重要給水

施設までの管路の耐震化や耐震性貯水槽の設置を進めるための工事請負費となります。 

  この内訳につきましては、まず、委託料といたしまして、鳥羽地区重要給水施設送配水管測量設計業務

１,５９６万円、２点目は、本日差替えさせていただいた資料となりますが、今浦地区重要給水施設配水管改

良工事（１工区）１億１,４００万円、最後は、答志地区重要給水施設耐震性貯水槽配管布設工事事業費は

２,４００万円となります。 

  また、予算書５ページに補正予算の内容を反映させたキャッシュ・フロー計算書を、６ページから７ページ

に財政状態を表す予定貸借対照表を掲載させていただいておりますので、ご覧おきください。 

  以上、令和７年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第５号）の説明とさせていただきます。よろしくご審議賜

りますようお願いいたします。 

○木下順一委員長 担当課の説明は終わりました。 

  ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、以上で審査を終わります。 

  これで、付託された案件は全て説明を受けました。 

  続いて、採決に移る前に、委員の皆さんで討議したい案件はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ないようですので、昼食のため午後１時まで休憩いたします。暫時休憩します。 

（午後 ０時０８分 休憩） 

─────────────── 

（午後 １時００分 再開） 

○木下順一委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  これより採決を行います。 

  お諮りします。 

  議案第９０号、令和７年度鳥羽市一般会計補正予算（第１１号）について、原案どおり可決することに賛成

の方は起立を願います。 
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（起 立 全 員） 

○木下順一委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第９０号は原案どおり可決することに決定しました。 

  次に、議案第９１号、令和７年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について、原案どお

り可決することに賛成の方は起立を願います。 

（起 立 全 員） 

○木下順一委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第９１号は原案どおり可決することに決定しました。 

  次に、議案第９２号、令和７年度鳥羽市定期航路事業特別会計補正予算（第４号）について、原案どおり可

決することに賛成の方は起立を願います。 

（起 立 全 員） 

○木下順一委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第９２号は原案どおり可決することに決定しました。 

  次に、議案第９３号、令和７年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について、原案どおり

可決することに賛成の方は起立を願います。 

（起 立 全 員） 

○木下順一委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第９３号は原案どおり可決することに決定しました。 

  次に、議案第９４号、令和７年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第５号）について、原案どおり可決するこ

とに賛成の方は起立を願います。 

（起 立 全 員） 

○木下順一委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第９４号は原案どおり可決することに決定しました。 

  以上で、当委員会に付託されました案件の審査は全て終了しました。 

  これで委員会を終わりたいと思いますが、本委員会における委員長報告についてはご一任を願います。 

  ここで、当初予算の中で、市長から発言の修正の申出がありましたので、これを許可します。 

  市長。 

○小竹市長 市長、小竹です。よろしくお願いします。 

  連日の予算決算常任委員会のご審議、どうもありがとうございます。 

  おとといですかね、ユーチューブで常任委員会の様子をもう一度繰り返して見ましたら、ちょっと間違った

発言をしておりましたので、一つ訂正をさせていただきたいと思うんです。 

  五十嵐委員のほうから、中学生の通学の範囲のことを聞かれまして、私、５キロメートル以遠と、５キロメ

ートルより外やったら自転車通学を許可しているというふうに言いましたけれども、今プリントを置かせても

らいましたが、１.５キロメートルの間違いでございます。もちろん、後で図で示させていただきますが、大

まかなところが１.５キロということで、分かりやすい区分を一応しているということで、少し説明させてい
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ただいてもよろしいでしょうか。 

○木下順一委員長 許可します。 

○小竹市長 すみません。 

  この辺の中学校の自転車通学のところを十分に説明していなかったというふうに思いますので、大変申し訳

なかったと思いますが、ここのことについて、ちょっと追加で聞いていただきたいと思います。 

  パワーポイントの資料です。鳥羽中央中学校の自転車通学許可条件ということで、来年４月から、来年度で

すね、自転車通学になりますけれども、まず、先ほど言いましたように、通学の距離は１.５キロ以遠です。

以内と書いてありますが以遠を、一応、自転車通学の許可区域というふうに原則決めております。それから、

そこには、自転車通学に使う自転車と、それから、許可したというシールが自転車に貼られるわけでございま

して、ブレーキの具合とかライトとか、そういうのがよいとなったときにシールを貼って、自転車、それから、

ヘルメットの着用は必須になっていますので、ここをもって自転車の許可です。 

  下の写真は、多分、池上方面から来る生徒と思いますが、今まではこの丸いヘルメットは、中学校に入った

ときに個人の購入ということで、これ一つ２,８００円ぐらいしていましたが、補助なしで皆、買っていただ

いておりました。今回も、小学生のほうのヘルメットの補助が出ましたので、鳥羽東中学校、来年からは鳥羽

中央中学校ですけれども、ヘルメットのあっせんをしないということを聞いております。 

  次にいっていただきまして、これが水色の線で図が描いてありますが、ここが自転車通学を許可しているラ

インです。この線の外が自転車通学の許可ですので、鳥羽小学校区は全て自転車の通学を許可しております。 

  それから、新しく加わる加茂方面なんですけれども、鳥羽東から１.５キロといいますと、船津駅の横の浜

橋、ここから以遠のほうは自転車通学区域でございまして、中は石代とか、その辺のところは自転車通学はで

きない区域となっています。 

  ところが、その下の図なんですが、１.５キロという距離の測り方を今、鳥羽東中学校の玄関から消防の横

を通りまして、そのまま坂を通って、岩倉線でございますが、それを通っていくと１.５キロ、浜橋なんです

けれども、幸丘が入っていないことになります。幸丘も全部歩いてこいと、今はそうです。鳥羽東中学校にな

ってから、その辺の自転車通学の許可ルートを見直していただきました。 

  その下の図の中に①、②、③、④、⑤と、鳥羽高校のグラウンドと校舎の横を通って、今まであった駐輪場

ですね、ここへ幸丘の子が行きますと、１.５キロ以上あるんです。ですので、駐輪場を今までのところに置

くというふうに考えた場合は１.５キロ以上ありますから、自転車の通学を許可すると。ここについては、事

前に鳥羽東中学校の管理職と、それから警察のほうも立ち会っていただいて、安全の確認ということで、認め

ましょうというふうにしていただきました。 

  それから、今、ちょうど工事をしているところなんです、歩道がございます。これ実際は、なかなかあそこ

の歩道を自転車が通ることは難しいんですが、警察のほうで許可を取りまして、本来は車道を通るべきですけ

れども、歩道でないと危ないというふうに感じた場合は、本人たちが感じた場合は、歩道を通ることを許可し

ますよと言っていただきましたので、多分生徒たちは、歩道を通って通学することになるというふうに思って

おります。 

  これ、何で加茂の子を、幸丘の子も結構いるんですけれども、それを今まであった駐輪場のほうへ置くよう



－32－ 

に許可したかといいますと、部活とかするときに武道館とか、それから下の体育館で部活をする子がいるんで

すけれども、こちらに自転車があったほうが便利なわけで、また上へ上がっていって、加茂の子用の駐輪場も

あるんですけれども、校舎の北側に。そこまで歩いてきて、また、坂は自転車に乗ったらいかんことになって

いますから、また自転車を自分でついて下りてくるという非常に不合理なことがありますので、ここも認めて

いくということになりました。 

  ということで、次のページを見ていただきますと、現状でございますが、３年生卒業しましたので、今の

１年生と２年生は合計１８７人おりますが、自転車の通学の許可をしている子が６５人おります。これ、少な

いというふうにお感じになるか分かりませんが、スクールバスの対応もしておりますので、長岡地区の子と、

それから、新しく白木、松尾、岩倉の一部、ここにつきましては、スクールバスの通学範囲といたしましたの

で、それぐらいの人数になるんだろうというふうに思いますが、船津の生徒、それから幸丘の生徒も、今言う

たようなことで自転車通学する可能性があるということで、新１年生にはまだ希望を取っていませんので、ど

れぐらいの希望になるか分からないという状況でございます。 

  それから、もう一つ、離島生徒なんですけれども、バスを待っておる時間が非常にもったいないというふう

な話がありまして、もうこれ５年ぐらいになりますが、佐田浜の公園の写真の左側にジュラルミンのような色

のドアがありますが、この奥を離島の生徒用の駐輪場にいたしました。ここは朝、鍵を開けてもらって、夜は

盗難防止のために鍵をかけます。 

  次のページを見ていただくと、中を開けると、あまり広くないんですけれども、離島の生徒に対応できるよ

うに、中はちょっと暗いですが、数台自転車が止まっております。多いときは、ここは２０台ぐらい止まって

いるときがありますので、それぐらいのキャパになりますが、ここで自転車を夜は保管するというふうにさせ

ていただきました。 

  なお、今、６５人と言いましたけれども、部活なんかでも鳥羽駅集合という話がよくあるんですね。学校に

行かずに直接、鳥羽駅集合になってくると、生徒は自転車通学区域でなくても、例えば安楽島の子も鳥羽駅ま

で行くのに、家の人に乗せてきてもらう人もありますが、鳥羽駅まで自転車に乗ってきて、そこで集合をする

ということもよくございますので、そこの生徒も、自転車通学生じゃないですが、ヘルメットをかぶって鳥羽

駅まで来てくださいということになりますので、そんな形で中学生のヘルメットの必要性というのはあると思

っておりまして、大変蒸し返すようで申し訳ないんですが、ちょっと追加して説明をさせていただきました。 

  以上でございます。 

○木下順一委員長 後段の発言の訂正は、市長からでもよかったんですけれども、最後の説明は、教育委員会な

いし教育長からの説明でよかったのかなとも感じております。 

  これをもちまして予算決算常任委員会を散会いたします。 

（午後 １時１１分 散会） 

─────────────── 
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委員長はこの会議録をつくりここに署名する。 
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